
 

ブルネイ・ミャンマー出張報告 
 

平成 25 年 8 月 26 日 

 

ASEAN 経済大臣関連会合に出席するために、8月 19 日から 21 日の日程

でブルネイを、続いて 21 日から 23 日の日程でミャンマーを訪問しました。  

出張では、日 ASEAN 協力の深化、ASEAN 関連各国との二国間関係の強化、

ミャンマーとの経済関係の強化に取り組みました。 

 

1．ASEAN 及び東アジア地域との協力の深化 

日 ASEAN 友好協力 40 周年である今年を契機に、ASEAN との一層強固

で中長期的な協力関係の構築を図るべく、日 ASEAN 経済大臣会合を含む

5つの多国間会合に出席しました。 

第 1 回 RCEP 閣僚会議では、共通譲許を原則とすることや、次回交渉 

会合から物品市場アクセス分野における実質的な交渉に入り、来年夏の 

第 2 回閣僚会合までにモダリティ（交渉の進め方に関する約束事）を固める

ことに合意しました。また、AJCEP(日 ASEAN 包括的経済連携協定)の   

投資・サービス交渉についても年内の実質合意に向けて双方が努力して 

いくことに合意するなど、各会合において大きな進展がありました。 

また、日本と ASEAN 及び東アジア地域の協力関係強化に向け、ERIA

（東アジア・アセアン経済研究センター）も活用しつつ地域大の産業育成 

戦略を策定することに合意しました。さらに、わが国から年末の「日 ASEAN 

40 周年特別首脳会議」に併せて経済関係閣僚及び産業界が参加する 

「記念経済フォーラム」を開催することを提案し、各国から歓迎されました。 

 

 

 

 

 

 

日 ASEAN 経済大臣会合 RCEP 閣僚会合 



 

2．ASEAN 関連各国との二国間関係の強化(二国間会談) 

 ブルネイ・リム第二外務貿易大臣とは、日本による ASEAN議長国として

のブルネイへの支援、東アジアサミットに向けた協力、日ASEAN関係の

強化等について議論しました。TPP に関しては、年内妥結に向けた連携

に関する意見交換を行いました。 

 マレーシア・ムスタパ国際貿易・産業大臣とは、日本製医療機器導入に

向けた働きかけなどを行うとともに、マレーシア政府が進める東方政策   

「セカンドウェーブ」について、両国で協力していくことに合意しました。

TPP に関しても両国の連携に関する意見交換を行いました。 

 ミャンマー・カン・ゾー国家計画・経済開発大臣とは、ティラワ経済特区

の開発、電力等のインフラ整備、ダウェー経済特区開発等における協力

や、査証手続き等のビジネス環境整備について議論を行いました。 

 シンガポール・リム貿易産業大臣とは、各国のインフラ整備における  

協力で一致するとともに、両国の貿易・投資の促進、RCEP 等の経済 

連携の推進について議論しました。TPP に関しては、高いレベルで包括

的な協定の年内妥結に向けた連携に関する意見交換を行いました。 

 タイ・ニワッタムロン副首相兼商業大臣とは、ミャンマーのダウェーの 

開発や日タイＥＰＡについて議論を行いました。 

 インド・シャルマ商工大臣とは、デリー・ムンバイ間産業大動脈構想

(DMIC)の推進やWTOにおける貿易円滑化について議論を行いました。 

 ニュージーランド・グローサー貿易大臣とは、EAS 経済大臣会合の公式

化や RCEP 等の経済連携の推進について議論を行いました。TPP に 

関しては、高いレベルで包括的な協定の年内妥結に向けた連携に  

関する意見交換を行いました。 

 ロシア・ウリュカエフ経済発展大臣とは、日露投資フォーラム開催など 

経済関係発展のため両省間協力の促進で一致しました。また、先方より

茂木大臣の訪露の要請がありました。一方、茂木大臣より廃車税や  

冷蔵庫関税の国際ルールとの不整合を指摘し、是正を要請しました。 

 

マレーシア・ムスタパ 

国際貿易・産業大臣との会談 

ブルネイ・リム 

第二外務貿易大臣との会談 



 

3．ミャンマーとの経済関係の強化 

ASEAN の中でも特に成長ポテンシャルが高いと期待されているミャン 

マーとの協力を強化し、日系企業のミャンマー進出促進等について議論を

深めました。 

テイン・セイン大統領、ソー・テイン大統領府大臣、ゼヤー・アウン・エネル

ギー大臣、キン・マウン・ソー電力大臣、トゥラ・シュエ・マン下院議長との 

会談を行いました。一連の会談では、ティラワ経済特区の開発における  

共同事業体の体制構築の方針について合意しました。また、ラインタヤ  

火力発電所の協力の推進、電力マスタープランの策定等のインフラ整備、

開発プロジェクトにおける日系企業の参加促進や今後２年間で２０００人の

ミャンマー人材育成の実施について議論を行いました。 

また、我が国中小企業の現地進出を支援するための「中小企業海外展

開現地支援プラットフォーム」の発足式を実施するとともに、ティラワ経済 

特区の視察を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テイン・セイン大統領（右側）との会談 中小企業海外展開現地支援 

プラットフォーム発足式 

ティラワ経済特区の視察 


